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令和５年 12月 

 

はじめに 

 令和４年 12月に、スポーツ庁及び文化庁は、「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在

り方等に関する総合的なガイドライン」を策定し、公立中学校において、学校部活動の維持

が困難となる前に、学校と地域との連携・協働により、生徒のスポーツ・文化芸術活動の場

として、新たに地域クラブ活動を整備する必要があることが示された。 

 本町においても、更に少子化が進むことが見込まれていることから、生徒のニーズに合っ

たスポーツ・文化芸術活動の機会を確保できるようにするために、地域で子どもたちを育成

する体制を構築した上で、部活動の地域移行を推進していく必要がある。 

 このため、「内子町立中学校における部活動の地域移行推進計画」は、生徒、保護者、教

職員及び地域の理解の下、町内全ての中学校が足並みを揃えて取り組むことを目的として策

定するものである。 

 

１ 部活動の意義及び課題 

 (1) 部活動の現状と意義 

〇 学校部活動は、スポーツ・文化芸術に興味・関心のある同好の生徒が自主的・自発

的に参加し、各部活動の責任者（以下「部活動顧問」という。）の指導の下、学校教

育の一環として行われ、教師の献身的な支えにより、我が国のスポーツ・文化芸術振

興を担ってきた。 

〇 また、体力や技能の向上を図る目的以外にも、異年齢との交流の中で、生徒同士や

生徒と教師等との好ましい人間関係の構築を図り、学習意欲の向上や自己肯定感、責

任感、連帯感の涵養に資するなど、学校という環境における生徒の自主的で多様な学

びの場として、教育的意義を有してきた。 

〇 部活動に参加する生徒にとっては、スポーツ・文化芸術等の幅広い活動機会を得ら

れるとともに、体力や技能の向上に資するだけでなく、教科学習とは異なる集団での

活動を通じた人間形成の機会でもある。部活動は多様な生徒が活躍できる場であり、

豊かな学校生活を実現する役割を有するとともに、生徒、保護者及び地域が学校への

信頼を高めることにつながっている。 

 (2) 部活動の位置付け 

  〇 中学校学習指導要領（平成 29 年７月）に「生徒の自主的、自発的な参加により行

われる部活動については、スポーツや文化、科学等に親しませ、学習意欲の向上や責

任感、連帯感の涵養等、学校教育が目指す資質・能力の育成に資するものであり、学

校教育の一環として、教育課程との関連が図られるよう留意すること。」と示されて

いる。 



  〇 部活動は教育課程外の活動であり、その設置・運営は学校の判断により行われるも

のである1が、学校部活動を実施する場合には、その本来の目的を十分に果たし、生徒

にとって望ましいスポーツ・文化芸術環境となるようにする必要がある。 

 

 (3) 部活動に係る課題 

  ア 教員の業務負担の過多 

   〇 部活動の設置・運営は、法令上の義務として求められるものではなく、必ずしも

教師が担う必要のない業務と位置付けられている。 

   〇 教師の勤務を要しない日（休日）の活動を含めて、教師の献身的な勤務によって

支えられており、長時間勤務の要因であることや、特に指導経験がない教師には多

大な負担となっているとの声もある。 

  イ 生徒数の推移の傾向 

   〇 町内の中学校の生徒数は、令和６年度 380 名をピークに、その後減少傾向にあ

り、令和 16年度には 226名と約 40.5％の減少が見込まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 内子町内中学校における生徒数の推移予想 

 

   〇 また、各中学校における生徒数も、それぞれ減少傾向にあり、令和６年度から令

和 16年度にかけての減少率は、内子中学校 39.4％（193名→117名）、大瀬中学校

70.4％（27 名→8 名）、五十崎中学校 33.8%（139 名→92 名）、小田中学校 62.5％

（24名→9名）である。特に、少人数規模の学校における減少率が大きい傾向にあ

り、このことから、学校内における部活動の維持が困難になることは明らかである。 

 

                                                      
1 中央教育審議会答申（平成３１年１月）では「部活動の設置・運営は法令上の義務ではなく、学校の

判断により実施しない場合もあり得る。実施する場合には学校の業務として行うこととなる。」と示さ

れている。 
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図２ 内子町内各中学校における生徒数の推移 

 

２ 部活動地域移行に関する考え方 

 (1) 学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン（令

和４年 12 月スポーツ庁・文化庁） 

  〇 本ガイドラインにおいて、少子化の中でも将来にわたり、生徒がスポーツ・文化芸

術活動に継続して親しむことができる機会を確保することを目指し、学校部活動が生

徒にとって望ましいスポーツ・文化芸術環境となるよう、適正な運営や効率的・効果

的な活動の在り方について示すとともに、新たな地域クラブ活動を整備するために必

要な対応について、国の考え方を示した。 
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表１ 学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する 

総合的なガイドライン（概要） 

 

 (2) 内子町における部活動地域移行の考え方 

  ア 地域移行に係る基本的な考え方（国の方針） 

〇 少子化が進展する中、部活動を従前と同様の体制で運営することが難しくなって

きており、学校や地域によっては存続が厳しい状況にある。また、専門性や意思に

関わらず教師が顧問を務めるこれまでの指導体制を継続することは、学校の働き方

改革が進む中、より一層厳しくなる。 

〇 このことから、生徒の豊かなスポーツ・文化芸術活動を実現するためには、学校

と地域との連携・協働により、学校部活動の在り方に関し速やかに改革に取り組み、

生徒や保護者の負担に十分配慮しつつ、持続可能な活動環境を整備する必要がある。 

  イ 地域移行の進め方（内子町の方針） 

   〇 知・徳・体のバランスの取れた「生きる力」を育むために、生涯にわたって心身

の健康を保持増進し、豊かな生活を実現するための資質・能力の育成を図る。 

〇 内子町における地域資源を有効に活用しながら、生徒の幸せを第一に考え、生徒

が自主的・自発的に参加するとともに、活動がより良いものになることを目指す。

併せて、教員の働き方改革を実現する。 

   〇 令和５年度に「内子町地域移行推進連絡協議会」を設置し、地域移行の基本的な

考え方や具体的な進め方等について協議する。 

   〇 まず、内子町内全域の生徒が、様々な部活動を選択できる形態づくり（拠点校部

活動を想定）を目指し、令和６年度当初から、内子町部活動クラブ（仮称：原則、

平日・休日でクラブを変えない）の入部を募集し、同年９月以降の大会等へ参加す



る準備を進める。 

   〇 運営上の様々な調整や指導者の確保等に課題が山積している現状を踏まえ、指導

者についての移行は教員から徐々に地域住民等へ移行し、その他の課題について修

正しながら、令和８年度には移行完了を目指す。 

 

基本的な考え方 

〇 知・徳・体のバランスの取れた「生きる力」を育むために、生涯にわたって

心身の健康を保持増進し、豊かな生活を実現するための資質・能力の育成を図

る。 

〇 内子町における地域資源を有効に活用しながら、生徒の幸せを第一に考え、

生徒が自主的・自発的に参加するとともに、活動がより良いものになることを

目指す。併せて、教員の働き方改革を実現する。 

時期 概要 指導者 

令和５年度 ・内子町地域移行推進連絡協議会で協議 

・運営のための準備（議会・予算） 

教員（現状のまま＜学校

ごと＞） 

令和６年度 ・新規部活動クラブに４月から入部募集 

・９月以降大会等へ参加 

教員が中心（学校間連携） 

令和７年度 ・課題の整理と改善措置 

・地域住民等の指導者へ移行する期間 

教員・地域住民等 

令和８年度 ・新規部活動クラブ体制で実施 地域住民等が中心（希望

教員も可とする） 

表２ 内子町における地域移行の進め方（概要） 

 

３ 地域移行に係る取組 

 (1) 令和５年度における取組 

  ア 基本方針と基本計画の策定（第１回協議会、５月） 

    内子町における部活動地域移行の基本方針と基本計画の概要を検討する。今後、修

正が必要な場合に応じて、検討を重ねる。 

  イ 内子町部活動クラブの概要（第２回協議会、６月） 

    部活動クラブにおけるスポーツ・文化芸術活動の種類及び活動内容の概要を検討す

る。その際、活動方法や活動場所、指導者や協力者の関わり方や全体組織の概要も併

せて検討する。 

  ウ 生徒募集・指導者選定方法（第３回協議会、７月） 

    生徒募集方法や指導者選定方法を検討する。指導者や協力者の位置付けや全体組織

における必要な業務などの詳細を確認する。そのことにより、実施主体や運営主体等

の組織の在り方を検討する。 

  エ 必要経費財源の確保方法（第４回協議会、９月） 

    課題を整理し、課題を解決するための手段を探る。必要経費を整理し、財源の確保



方法について検討する。 

  オ まとめ（第５回協議会、10月） 

    協議内容をまとめる。内子町における財源確保のための予算要求の準備をする。 

  カ 地域移行推進計画の策定（第６回協議会、12月） 

    「内子町立中学校における部活動の地域移行推進計画」を策定する。今後の進め方

を検討する。 

 

年度 月 内容 備考 その他 

令和

５ 

４ 協議会委員委嘱   

５ 第１回協議会 会長等の決定、基本方針、基本計画  

６ 第２回協議会 部活動クラブの種類と活動内容、活

動方法、活動場所、組織作りについて 

※協議事項について、

その都度周知する。 

７ 第３回協議会 生徒募集・指導者選定方法、組織作り

の詳細 

 

８    

９ 第４回協議会 課題整理と必要経費財源の確保方法 アンケート実

施 

10 第５回協議会 まとめ  

11   町Ｐ連懇談会 

12 第６回協議会 最終調整  

１    

２   入学説明会 

３ ３月議会 当初予算・条例等改正  

表３ 令和５年度推進計画（協議会における協議内容） 

 

 (2) 令和８年度以降の新たな体制づくり 

  ア 目指す姿 

    公立中学校のスポーツ・文化芸術活動を学校単位から地域単位の取組とし、学校以

外の主体が担うことにより、次の新たな体制づくりを目指す。 

   〇 生徒自身が望む豊かなスポーツ・文化芸術活動の実現 

    ・ 生涯にわたってスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会の確保 

    ・ 学校と地域の協働による新たなスポーツ・文化芸術環境の整備 

   〇 地域での多様な体験や様々な世代との交流等を通じた学びなど新しい価値を創

出・継承 

    ・ 行政やスポーツ・文化芸術団体、学校等との緊密な連携や、指導者等の活用の

充実 

   〇 地域に根差した指導による教員の働き方改革の推進 

    ・ 教員の専門性や意思に基づき、地域クラブ活動を指導する体制の構築 



  イ 取組の方向性 

   〇 地域クラブ活動については、その教育的意義を踏まえた上で、生徒にとって望ま

しいスポーツ・文化芸術環境となるよう、適正な運営や効率的・効果的な活動の推

進を図る。 

     また、拠点校部活動の取組を進めながら、部活動指導員、外部指導者の積極的な

任用を図る。 

   〇 学校部活動の教育的意義や役割は、地域クラブ活動においても継承・発展させて

いく。 

   〇 複数のスポーツ・文化芸術活動やレクリエーション志向など、生徒の多様なニー

ズに応じた活動を行うことができる環境を整備する。 

   〇 部活動指導員や地域クラブの指導者等の任用・配置に当たっては、次の事項に関

し、任用前後において定期的な研修を行う。 

    ・ 生徒の発達の段階に応じた科学的な指導 

    ・ 安全の確保や事故発生時の対応を適切に行うこと、体罰（暴力）やハラスメン

ト（生徒の人格を傷つける言動）は、いかなる場合も許されないこと 

    ・ 服務を遵守すること 

  ウ 令和６～７年度における取組 

   〇 「内子町地域移行推進連絡協議会」を継続し、地域移行の基本的な考え方や具体

的な進め方等について協議する。 

   〇 事業主体、実施主体、運営主体等の組織の整備を図る。 

〇 指導者の質の保障を図りながら、指導者選定方法の構築や、教員の兼職兼業も含

めた指導に関わる手続き等の円滑化に向けた取組を進める。 

〇 活動内容や活動日・休養日等の設定及び活動場所の工夫を進めながら、生徒の自

主的・自発的な活動を尊重しつつ、幅広い世代との交流も視野に入れる。 

〇 必要財源の確保方法について、様々な団体や機関が連携しながら、受益者負担と

併せて保護者等の負担軽減も踏まえながら、検討していく。 

〇 活動における特性やこれまでの活動状況・けがや事故の発生状況等を踏まえ、適

切な補償内容・保険料である保険を選定し、指導者や参加者等に対して適切な補償

が受けられるようにする。 

〇 その他の課題について検討・修正しながら、環境を整備していく。 

 

 


